
 

定例記者発表次第 

 
 

日時／令和２年６月１９日（金） 
   １０時３０分～ 
会場／矢板市役所 第一委員会室 

 
 
１ 開会 
 
２ 記者発表案件 
（１）矢板市における新型コロナウイルス“染後”復興について 

（商工観光課、感染症対策班、教育総務課） 
 
（２）林業従事者支援事業の実施について（農林課） 
 
（３）とちぎフットボールセンター利用実績について（スポーツ推進班） 
 
３ 資料提供 
（１）第３９回「やいたの四季」観光写真コンテストの実施について（秘書広報課） 

 
（２）矢板市職員採用試験の実施について（総務課） 
 
（３）交通安全願い七夕飾りについて（危機対策班） 

 
（４）令和２年度そばオーナーの募集について（農林課） 
 
（５）「四方八方 YAITA スタンプラリー」の開催について（商工観光課） 
 
（６）第２２回ともなり文芸祭り誌上大会の作品募集について（生涯学習課） 
 
 
４ 質疑応答 
 
５ その他 
 
６ 閉会 
 
 
◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

 
記者発表予定  ７月１７日（金）１０時３０分～ 第一委員会室 



記者発表資料 
                    令和２年６月１９日（金）発表・提供 

件  名 矢板市における新型コロナウイルス“染後”復興について 

 （説明文） 
  新型コロナウイルスの感染拡大は、栃木県に対する緊急事態宣言が５月 14 日解

除されて以来、矢板市でも徐々に落ち着きを取り戻しつつありますが、その一方で

大幅な景気後退等が明らかになっています。 
そこでその現状と、これまでの取組実績等について発表するものです。 
 

１ 事業活動への影響とその特徴について 
（１） セーフティーネット４号・５号保証の認定実績について（６月 18日現在） 

 ４号保証 ５号保証 危機関連保証 月別合計 

４月 ２６件 － １件 ２７件 

５月 ４０件 ２件 １５件 ５７件 

６月 ２０件 ３件 ２５件 ４８件 

合計 ８６件 ５件 ４１件 １３２件 

 【業種別上位】①卸売業・小売業（32件）②建設業（20件）③製造業（17件） 

④宿泊業、飲食サービス業（13件）⑤生活関連サービス業、娯楽業（11件） 

（２）栃木県感染拡大防止協力金の支給決定状況について 

６月５日現在で、10件の支給を決定（県内９５３件中） 

 
２ 本市の取組実績について 

（１）「やいたの“食”をお持ち帰り」テイクアウトクーポン券発行事業 

（第１弾（５月１日～同月 31日）） 

  ・発行部数：47,445枚（9,489世帯分）、参加店舗：34店舗 

  ・換金枚数：12,446枚（使用率：26.2％） 

  →好評につき、今月も「第２弾」として継続実施中 

（２）「事業継続給付金」の申請受付状況 

    ６月 18日現在で、49件の申請を受理 

【業種別上位】①生活関連サービス業、娯楽業（13件）②卸売業、小売業 

（12件）③宿泊業、飲食サービス業（７件）④製造業（５件）⑤学術研究、

専門・技術サービス業（４件） 

 



 
（３）特別定額給付金の申請受付・支給状況 

  ・６月 18日現在で、12,618件の申請を受理（全体の 95.7％） 

  ・６月 19日現在で、12,190件に支給見込み（全体の 92.5％） 

    →６月末日までに 12,563件に支給予定（全体の 95.3％） 

  ・６月 17日付けで申請未受理の 593世帯に文書通知 

（４）政府配布の布マスクの寄贈受付状況 

    ６月 18日正午現在で、650セット（1.300枚）の寄贈をお受けした 

 
３ 今後の取組について 

（１）「やいたの“食”をめしあがれ」クーポン券発行事業《７月１日配布開始》 

    好評を博している「やいたの“食”をお持ち帰り」テイクアウトクーポン

券発行事業の第３弾として、店内飲食にも利用できる１枚 200 円相当 10 枚

綴りのクーポン券付きチラシを、市内行政区加入世帯に配布する事業。 

（２）やいた子育て応援券発行事業《７月１日から順次発送予定》 

    市内の子ども 3,695人に対し、市内の中小１７０事業所で使用できる１万

円相当の「やいた子育て応援券」を発行する事業。その使用についてレポー

ト作品を募集する企画も実施予定。 

（３）矢板市育英会奨学生の追加募集期間の延長 

    ６月１日から７月 10 日までとしていた期間を、７月 13 日から８月 31 日

まで延長 

 
※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

 

 

 

担 当 課 ・ 担 当 名 

商工観光課  

（２の（３）、（４）は、健康増進課感染症対策班） 

（３の（３）は、教育総務課学校教育担当） 

担  当  者  名 

電  話  番  号 

小野﨑 賢一 0287-43-6211 

（２の（３）、（４）は、斎藤隆之 0287-43-1118） 

（３の（３）は、前野秀明 0287-43-6217） 

 



様式第 2号 

記者発表資料 

                   

  令和２年６月１９日（金）発表・提供 

件  名 林業従事者支援事業の実施について 

（説明文） 

 矢板市は、平成３０年度に林野庁の「林業成長産業化地域創出モデル事業」の選

定を受け、矢板市林業・木材産業成長化推進協議会（会長：矢板市長）を立ち上げ、

地域林業の成長産業化に官民一体となって取り組んでいるところです。本協議会の

取組の一環として、林業の担い手確保および育成、林内労働の安全衛生対策に要す

る費用を支援することで、林業の新規雇用を促進するとともに森林整備の加速化を

図ります。 

 

１ 事業の目的 

⑴  ＵＩＪターン林業従事者の賃貸住宅家賃等支援事業 

ＵＩＪターンにより市内に転入した４５歳以下の林業従事者の賃貸住宅家賃

および引越し費用の一部を補助することで、新規担い手確保を図る。 

 ⑵ 林業研修及び資格取得等促進事業 

林業従事者が高度な技能や資格を取得するための講習受講等に要する費用を 

  補助することで、林業従事者の育成を図る。 

 ⑶ 林業従事者安全衛生対策事業 

林業労働に必要な安全装備品や機械器具の購入費用を補助することで、林業従

事者の安全な労働環境を整備する。 

２ 事業の概要   別添資料のとおり 

３ 施行日     令和２年７月 1日 

４ 申込・問合せ先 農林課内 矢板市林業・木材産業成長化推進協議会事務局 

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担 当 課 ・ 担 当 名 農林課 林政担当 

担  当  者  名 斎藤 敦子 

電  話  番  号 0287-43-6210 内線電話番号 401 

 



林業従事者支援事業

事業区分 条件 補助対象者 補助対象 補助率

⑴　ＵＩＪターン林業従事者の ・UIJターンの市内転入者（４５歳以下）で、 ・林業従事者個人 ①賃貸住宅家賃 ①補助対象費用から住宅手当等控除後の額の２分の１

　賃貸住宅家賃等支援事業 　林業に従事（就労または個人事業主） 　１月当たり上限５万円（１千円未満の端数切捨）を２４月分

　している者 ②引越し初期費用 ②一律１０万円

・その他の補助制度を活用していない者

⑵　林業研修及び資格取得等 ・林業に必要な技能や資格を取得するため ・林業の個人事業主 ・林業に必要な免許取得費用 補助対象費用（年度額）の２分の１

　促進支援事業 　の講習受講料及び資格取得費用 ・林業事業体 ・林業に必要な技能講習費用 1年度につき、１人当たり上限１０万円

・その他の補助制度を活用していないこと ・林業の安全衛生等講習費用

⑶　林業従事者安全衛生対策 ・林業労働に必要な安全装備品や機械 ・林業の個人事業主 ・労働安全装備品購入費 補助対象費用（年度額）の２分の１

　支援事業 　器具の購入費用 ・林業事業体 ・労働安全機械器具購入費 1年度につき、１事業者当たり上限１０万円

・その他の補助制度を活用していないこと



 
記者発表資料 

                   
令和２年６月１９日（金）発表・提供 

件  名 とちぎフットボールセンター利用実績について 

(説明文) 

  とちぎフットボールセンターの利用実績について報告する。 

１ 報告期間 
  平成３１年４月３日から令和２年３月３１日まで 

２ 利用者数等実績                    (単位：日、件、人) 

施 設 名 利用日数 利用件数 利用者数※ 

ヴェルフェドリームフィールド（北側グラウンド） 306 391 51,990 

とちぎフットボールセンター（南側グラウンド） 291 402 36,785 

クラブハウス会議室（２階） 63 76 2,166 

クラブハウス多目的室（１階） 193 283 3,351 

合    計 ― 1,152 94,292 

                     ※利用者数には、チームの関係者含む。 

３ 利用者 
栃木県サッカー協会、関東サッカー協会、関東サッカーリーグ、栃木県クラブユース連盟、 

矢板中央高等学校、YUTO NAGATOMO FOOTBALL ACADEMY、FC 東京 U-15むさし、矢板スポー 

ツコミッション、㈱アメージングスポーツラボジャパン、たかはら那須スポーツクラブ、 

矢板市等 

４ イベント・利用目的等 
  栃木県サッカー協会指導者講習会、関東サッカーリーグ、サッカープリンスリーグ関東、 

  U-18サッカーリーグ、U-15サッカーリーグ、栃木県高校総体、ヴェルフェ U-10交流戦、 

  YNFA GLOBAL CHALLENGE CAMP、矢板中央高等学校主催大会、ノルディックウォーキング 

  体験教室、SOMPOボールゲームフェスタ in矢板、高校サッカー選手権大会栃木県予選大会、 

  FCバルセロナウィンターキャンプ、たかはら那須スポーツクラブ教室事業等 

担 当 課 ・ 担 当 名 生涯学習課スポーツ推進班  ＮＰＯ法人たかはら那須スポーツクラブ 

担  当  者  名 星 哲也（スポーツ推進班） 大森崇由（たかはら那須） 

電  話  番  号  0287-43-6218 内線電話番号  

 



とちぎフットボールセンター利用実績（2019.4～2020.3）

１　利用者数等

施　設　名 区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合　計

 利用日数(日) 21 29 26 28 31 26 31 28 30 27 23 6 306

 利用件数(件) 23 34 29 34 41 38 41 41 36 36 32 6 391

 利用者数(人) 2,570 5,030 3,910 4,310 4,935 5,340 5,830 5,390 5,160 4,605 4,100 810 51,990

 利用日数(日) 25 25 24 26 31 17 26 28 23 22 23 21 291

 利用件数(件) 39 41 25 34 53 37 35 33 27 25 30 23 402

 利用者数(人) 3,590 3,255 2,630 3,210 4,055 3,820 2,850 3,080 3,790 3,315 2,220 970 36,785

 利用件数(件) 62 75 54 68 94 75 76 74 63 61 62 29 793

 利用者数(人) 6,160 8,285 6,540 7,520 8,990 9,160 8,680 8,470 8,950 7,920 6,320 1,780 88,775

施　設　名 区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合　計

 利用日数(日) 2 1 6 5 7 4 2 17 8 4 4 3 63

 利用件数(件) 2 1 6 6 8 5 2 27 8 4 4 3 76

 利用者数(人) 130 20 230 93 250 100 20 293 810 110 40 70 2,166

 利用日数(日) 16 19 20 13 16 17 17 8 20 17 19 11 193

 利用件数(件) 23 26 29 22 10 26 24 10 29 31 34 19 283

 利用者数(人) 222 250 303 211 129 249 230 290 651 290 339 187 3,351

 利用件数(件) 25 27 35 28 18 31 26 37 37 35 38 22 359

 利用者数(人) 352 270 533 304 379 349 250 583 1,461 400 379 257 5,517
クラブハウス合計

ヴェルフェドリームフィールド
（北側グラウンド）

とちぎフットボールセンター
（南側グラウンド）

クラブハウス会議室（２階）

クラブハウス多目的室（１階）

サッカーグラウンド合計



記者発表資料 

 

                   令和 2年 6月 19日（金）発表・提供 

件  名 第 39 回「やいたの四季」観光写真コンテストの実施について 

 

第 39回「やいたの四季」観光写真コンテストを下記のとおり実施します。 

 

1．テーマ   矢板市内の観光名所、その他矢板を特定できる場所・イベントの風景 

2．規 格   ・カラープリント光沢紙 4つ切（ワイド 4つ切可） 

        ・デジタル写真可（1,000万画素以上、デジタル加工不可） 

3．締め切り  令和 3年 2月 1日（月）必着 

4．賞     推薦・特選・入選・佳作、応募者全員に参加賞 

5．発表・展示 「道の駅やいた」、「城の湯温泉センター」等の施設に展示します。 

6．そのほか  ・作品は未発表のものに限る。 

        ・入賞作品の版権は主催者に帰属。 

        ・個人を特定できる写真で応募する場合、事前に本人の承諾を得た上で応募。 

7．主催    矢板市 

 協賛    矢板市写真組合  矢板市観光協会   

8．応募・問い合わせ 

        矢板市秘書広報課・矢板市写真組合加盟店 

【参考】応募者の推移 

実施回 応募作品数（点） 応募者数（人） 

第 36回（平成 29年度） 164 61 

第 37回（平成 30年度） 181 70 

第 38回（令和元年度） 149 63 

 

 

※提供資料の有無：有 

担当課・グループ 秘書広報課 

担  当  者  名 主査 河内 康之 

電  話  番  号 0287-43-3764 内線電話番号 204 

 



募集テーマ
　矢板市内の観光名所、そのほか矢板を特定できる場所
の四季折々の風景又はイベント風景

応募期間
　令和 3年 2月 1日（月）まで

表彰式
　と　き　令和 3年 3月中旬
　ところ　道の駅やいた
　※入賞作品は、道の駅やいた・城の湯温泉センターで展示します。

賞金・賞品
　◆推　薦（1点以内）
　　　賞金 50,000 円、矢板市写真組合賞
　◆特　選（2点以内）
　　　賞金 20,000 円、矢板市写真組合賞
　◆入　選（5点以内）
　　　賞金 5,000 円、矢板市写真組合賞
　◆佳　作（10 点以内）
　　　矢板市観光協会長賞、 矢板市写真組合賞
※入賞は原則 1人１点。
※応募者全員に参加賞を差し上げます。

◆主催／矢板市　　　◆協賛／矢板市写真組合　矢板市観光協会
◆お問い合わせ／
　　矢板市秘書広報課　　　☎０２８７（４３）３７６４　✉ yaita@city.yaita.tochigi.jp
　　矢板市写真組合加盟店
　　　近藤カメラスタジオ　☎０２８７（４３）０７７２　　村上写真館　☎０２８７（４８）００４４
　　　エマタカメラ店　　　☎０２８７（４３）０５５８　　福島写真館　☎０２８７（４３）０５１７　　

　第３９回

「やいたの四季」
観光写真コンテスト

～あなたが切り取った「矢板の素敵な写真」を募集します ～

過去の入賞作品は
こちらから



　矢板市内の四季折々の名所、観光行事等を撮影した作品
を募集し、観光パンフレットやポスターに使用するため、
写真コンテストを実施します。
　
1. テーマ
　矢板市内の観光名所、そのほか矢板を特定できる場所の
四季折々の風景またはイベント風景
2. 応募規定
⑴ 規格
 ・カラープリント光沢紙 4つ切（ワイド 4つ切可）
 ・デジタル写真可（1,000 万画素以上・デジタル合成不可）
⑵ その他
 ・どなたでも応募できます。
 ・応募作品数に上限はありませんが、作品は未発表のもの
　に限ります。
 ・人を特定できる写真で応募する場合、主催者は肖像権侵
　害等の責任は一切負いかねますので、事前に被写体本人
　の承諾を得た上で応募してください。
 ・入賞作品の版権は、主催者に帰属します。なお、入賞作
　品のデジタルデータまたはフィルムを提出していただく
　ため、審査発表時まで応募作品のデジタルデータまたは
　フィルムの保存をお願いします。
 ・選外の応募作品を返却希望の方は、応募時に返送先を記
　入し郵便切手を貼った封筒を同封するか、審査発表後か
　ら 2カ月以内に市秘書広報課まで取りに来てください。
　期間経過後の作品は、適切に処分させていただきます。
3. 応募方法
　応募票（自作・コピー可）に必要事項を記入し、作品の
　裏に張り付けて、「矢板市写真組合」または「市秘書広
　報課」に、郵送または持参してください。
※持参する際は、事前に電話で確認のうえお持ちください。
【応募に必要な記入事項】
　画題（ふりがな）、撮影場所、撮影年月日、氏名（ふりがな）、
郵便番号、住所、電話番号

4. 応募期間
　令和 3年 2月 1日（月）まで
5. 審査員
　主催者および前田孝憲氏（二科会写真部会員）
6. 審査発表
　令和 3年 2月下旬に応募者全員に通知します。
　入賞者には、あわせて表彰式の案内を行います。
【表彰式】
　とき／令和 3年 3月中旬
　ところ／道の駅やいた
7. 賞
　推薦、特選、入選、佳作、参加賞（応募者全員）
【点数・賞品内訳】
 ・推　薦：1点以内
　　賞状、賞金 50,000 円、矢板市写真組合賞
 ・特　選：2点以内
　　賞状、賞金 20,000 円、矢板市写真組合賞
 ・入　選：5点以内
　　賞状、賞金 5,000 円、矢板市写真組合賞
 ・佳　作：10 点以内
　　矢板市観光協会長賞、 矢板市写真組合賞
※入賞は原則1人 1点となります。
※応募者全員に参加賞を差し上げます。
※未成年者が受賞した場合は、商品券を贈呈します。
8. 作品展示
　入賞作品は、道の駅やいた、および城の湯温泉センター
　などで展示します。
【展示場所および期間（予定）】
　道の駅やいた　　　 　3月中旬から 5月中旬まで
　城の湯温泉センター　 5 月中旬から翌年 2月上旬まで
9. 協賛　
　矢板市写真組合　　矢板市観光協会

第 39回「やいたの四季」観光写真コンテスト

応 募 要 項

第 39 回「やいたの四季」観光写真コンテスト応募票

（ふりがな）

画題

撮影場所

撮影年月日 令和　　　　年　　　　月　　　　日

（ふりがな）
氏名

住所
〒

電話番号

主　　　催

矢　板　市

問い合わせ

矢板市秘書広報課

〒 329-2192　矢板市本町 5-4
☎ 0287-43-3764　✉ yaita@city.yaita.tochigi.jp

　矢板市写真組合加盟店（順不同）

近藤カメラスタジオ　☎ 0287-43-0772
村上写真館　　　　　☎ 0287-48-0044
エマタカメラ店　　　☎ 0287-43-0558
福島写真館　　　　　☎ 0287-43-0517



記者発表資料 
 

  令和２年６月１９日（金）発表・提供 

件  名 矢板市職員採用試験の実施について 

（説明文） 

 令和３年４月に採用する職員採用試験の内容については、次のとおりです。 

１ 区分及び定員 

              Ａ（行政）         ５人程度 

              Ｂ（建築・土木）      ３人程度 

              Ｃ（障がいのある者）    １人程度 

保健師   ２人程度 

２ 内容 

   別添のとおり 

３ 実施日時 

   第１次試験 令和２年９月２０日（日） 

４ 実施場所   

   矢板市生涯学習館、矢板公民館 

５ 申込方法 

   別添のとおり 

６ 申込先 

   矢板市総務課人事担当 

７ 申込期間 

   令和２年７月１５（水）～８月６日（木） 

 

 

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担 当 課 ・ 担 当 名 総務課・人事担当 

担  当  者  名 星宮良行 

電  話  番  号 0287-43-1113（直通） 内線電話番号 223 

 

一般事務  ９人程度 



令和 3年 4月採用

矢板市職員募集 !!

笑顔がステキな
カラフル人材
探しています !!

詳しくはコチラ

受付期間　7/15 ～ 8/6



先輩職員からのメッセージ

問い合わせ／矢板市総務部総務課人事担当　☎0287-43-1113

都市整備課（行政）　田島　薫 建設課（建築土木）　荒井　文月

健康増進課（保健師）　近藤　美彩 総務課（行政）　渡辺　大輝

～私のしごと～ ～私のしごと～

～受験しようと思っている皆さんへ～ ～受験しようと思っている皆さんへ～

　開発行為や都市計画図面の販売など、都市
計画に関する業務を担当しています。ほかに
も、都市公園の管理など「まちづくり」に関
する業務なので、やりがいがあります。

　道路、河川の修繕・維持管理業務を担当し
ています。現地調査や施工管理など業務は多
岐にわたりますが、関わった工事は「形」と
して残すことが出来る有意義な仕事です。

　建築土木は専門知識が必要な仕事ですが、
研修制度も充実しているので日々の業務に取
り組みながらスキルアップできます。皆さん
と仕事ができることを楽しみにしています。

　市役所は、福利厚生も充実していて、働き
やすい環境が整っています。仕事と生活の調
和をとりながら、自分らしいライフスタイル
を構築しやすいと思います。

～私のしごと～ ～私のしごと～

～受験しようと思っている皆さんへ～ ～受験しようと思っている皆さんへ～

　生活習慣病予防のための特定保健指導や、
健康教室などを担当しています。市民の健康
支援を通じてカラダの変化に直接触れること
ができるので仕事のやりがいを感じます。

　公有財産の取得や管理の業務を主に担当し
ています。ほかにも、庁舎の維持管理やバス
の運行管理など、市の財産に関する業務なの
で、緊張の中にも楽しさを感じる仕事です。

　市役所は、様々な分野の仕事が経験でき、
多くの知識を習得することができることが大
きな魅力です。矢板市で、共に楽しく働ける
日を心待ちにしています。

　市の保健師は、健康福祉部門に限らず、様々
な市民の皆さんの生活に直接携われることが
魅力です。市民の健康に寄り添いながら、一
緒に矢板のまちを支援していきませんか。



記者発表資料 
 

  令和元年６月１９日（金）提供 

件  名 交通安全願い七夕飾りについて 

 
１ 目的（趣旨） 

 泉地区の児童たちに交通安全に対する考えや知識を身につけさせることによ

り、地域ぐるみでの交通安全運動推進の意識の高揚及び安心安全な住みよい社

会環境づくりを目的とする。 

２ 日時 

 令和２年７月４日（土） 午前９時３０分～ 

３ 場所 

 矢板市立泉小学校校庭 矢板市立泉小学校正門前 

４ 内容 

 主催：矢板地区交通安全協会泉支部 

泉地区の児童とともに、交通安全への祈りを込め、交差点前に七夕飾りを設置

する。 

５ 参加者 

矢板地区交通安全協会長、矢板地区交通安全協会泉支部 

６ その他 

コロナウイルス拡散拡大防止の観点から、今年については当日の子供の出席は

なし。６月末までに子供達（子供・生徒含め約１５０名分）が短冊・飾りを作

成。作成したものを交通安全協会泉支部に渡し、７月４日（土）当日安全協会

会員１０名程度で正門に七夕飾りの設置を行う。 

 

 

 
※提供資料の有無：無 

担当部・課・グループ 市民生活部危機対策班 

担  当  者  名 菊地 健児 

電  話  番  号 ４３－１１１４ 内線電話番号 直通３２７ 

 



記者発表資料 

  令和２年６月１９日（金）発表・提供 

件  名 令和２年度そばオーナーの募集について 

 
 そばの消費拡大と都市住民との交流を図る「そばオーナー」を募集します。 

 
１ 日  程   第１回「開講式、種まき」・・令和２年８月１日（土） 

         第２回「枝豆収穫」・・・・・収穫時期で決定 

第３回「そば収穫」・・・・・令和２年１０月３１日（土）    

第４回「そば打ち講習会」・・令和２年１２月１９日（土）   

２ 時  間      各日２時間程度 

３ 実施場所   矢板市境林地内 

４ オーナー特典  そば粉２㎏（打ち粉、つなぎ粉含む）、玄そば４㎏、生そば４

人前（引換券）のいずれかを選択できます。ただし、発送料は 

自己負担となります。        

５ 定   員   ３５人程度（先着順） 

６ 年 会 費   １人 5,000円（種代、管理費、昼食代などを含む） 

７ 申し込み方法 下記申し込み先までご連絡いただき、送付された申込書に記入 

し、ご提出ください。 

８ 申し込み先  矢板市農林課 

         TEL ４３－６２１０  FAX ４４－３３２４ 

９ 申込期間   令和２年６月２２日（月）～７月１７日（金）   

10  主  催   蕎友蕎楽の会（きょうゆうきょうらくのかい） 

11  備   考   詳細は別紙 

担当部・課・グループ 経済建設部 農林課 整備振興担当 

担  当  者  名 小林 徹 

電  話  番  号 ４３－６２１０ 内線電話番号 ４０８ 

 



【問合せ先】矢板市役所農林課 　ＴＥＬ ０２８７-４３-６２１０　FAX ０２８７-４４-３３２４

きょう ゆう きょう らく

高原山の麓に抱かれた自然豊かな処、矢板市。

たかはらの清流で栽培した蕎麦を自らの手で

打つ、蕎麦のオーナー制度を実施致します。

栽培・蕎麦打ちの体験の他、収穫した蕎麦を

持ち帰れる特典付き。

熟練の職人による指導のもと、貴方も蕎麦打ち

職人になってみませんか？

↑市のＨＰで検索！



　　　　約２０アールの畑で行われる、オーナーさんの手作業によるそばの栽培体験！最後のそば打ち

　　　　講習会では講師によるそば打ちの指導が実施されます。みなさんもチャレンジしてみませんか？

　        　 　※各日とも雨天決行。台風等の荒天の場合は中止とし、後日地元農家が作業を代行します。

　　　　◇募集期間　　　令和２年６月２２日（月） ～　７月１７日（金）

　　　　　　　　　　　

　　　　◇申込方法　　　下記連絡先までお電話ください。申込書を送付いたしますので、必要事項を

　    　　ご記入の上、事務局まで郵送またはFAXにてご返送ください。

　    　　年会費のお振込みに関しましては、お申し込み完了後にご案内いたします。

　　　　　   　　　　　　〒329‐2192　　栃木県矢板市本町5‐4　　矢板市農林課

                                    TEL　0287‐43‐6210　　FAX　0287‐44‐3324

　　　　◇主　　催　　　蕎友蕎楽
ｷｮｳﾕｳｷｮｳﾗｸ

の会

　　　　◇日　　程　  　 第１回「開講式・そばの種まき」　　　令和２年８月１日（土）

　　　　◇応募資格　   　農業体験に興味のある方！

　　　　◇実施内容　   　下記日程で行われる全4回の農作業体験。地元の農家が丁寧に指導します。

令和2年度そばオーナー制度　実施要領 

   　　　　                     第２回「枝豆収穫祭」　　　　　　　　枝豆の収穫時期で決定

　　　　◇持 ち 物　　 　飲み物、雨具（カッパ）、帽子、マスク、タオル、軍手、長靴、汚れてもよい服装

   　　　　                     第３回「そば収穫」　　　　　　　　　令和２年１０月３１日（土）

      　　　　                  第４回「そば打ち講習会」　　　　　　令和２年１２月１９日（土）

　　 　   　  ◆集合場所：大島カルチファーム　※別途ご案内します。

　　　　　　    　     　　※募集人数の上限３５名に達し次第、締め切りとさせていただきます。

　　　　◇募集人数　 　  ３５名（先着順とさせて頂きます。）

　　　　◇年 会 費　　   １名　５,０００円（種代、管理費、昼食代等含む）

　　　　◇オーナー特典　そば粉２kg（打ち粉、つなぎのセット）、玄そば４kg、生そば４人前の

　　 　   　  ◆作業時間：２時間程度

　　　　　　　　　　　　いずれかを選択できます。なお、発送の場合、送料は自己負担となります。

注）なお、第１回目につきましては、コロナ対策（飲食提供中止）により、午
後１時からの作業となり、食事の提供はございません。また、今後のコロナウ
イルス感染拡大状況により、作業中止となる場合がございますので、ご容赦願
います。



様式第 6 号 

記者発表資料 

                    令和２年６月 19 日（金）発表・提供 

件  名 「四宝八
しほうは っ

宝
ぽう

YAITA スタンプラリー」の開催について 

矢板には、ハイキングが楽しめる八方ヶ原や「おしらじの滝」、日本遺産、矢板
ならではのグルメ、さらには秋の「りんご狩り」、冬の「いちご狩り＆温泉・鉱泉」
など、たくさんの「宝」が「四方八方」にあります。そんな矢板の「宝」を探す、
スタンプラリーを実施します。昨年に実施した「矢板のりんごスタンプラリー」に
続いて、2 回目の実施になります。 
市内で使えるお得なクーポン券付きのチラシを「道の駅」や市内飲食店などでゲ

ットして、矢板のお宝を探しに行こう！ 
１ 日時 

令和２年７月１日（水） から 令和３年 2 月 28 日（日） まで 
２ スタンプポイント 
   市内の飲食店・温泉施設のほか、矢板武記念館、山縣有朋記念館、道の駅や

いた、観光りんご園・いちご園※ ３４カ所 
※ 観光リンゴ園は 10～11 月、いちご園は 12～2 月の期間に実施予定 

３ 参加方法 
携帯アプリ「ココシル」をダウンロード（無料）し、「日本遺産 明治貴族

が描いた未来 ～那須野が原開拓浪漫譚～」を選択して、「矢板市」を選択す
る。対象施設の QR コードを読み取って、スタンプを取得する。 

４ 賞品 
  〇参加賞（スタンプ２つ） 先着 各 300 名 
   ともなりくん「保冷バッグ」 or 矢板ブランド「あっぷるカレー」 
  〇特別賞（スタンプ５つ） 抽選 10 名 
   矢板のいちご or 矢板ブランド「完熟林檎ジュース」など（5 千円相当） 
５ 問い合わせ 

泉交流協議会事務局までお問い合わせください。電話：0287-43-6211 

担 当 課 ・ 担 当 名 商工観光課 観光スポーツツーリズム担当 

担  当  者  名 小川 靖 

電  話  番  号 0287-43-6211 内線電話番号 423･424 



令和２年度 日本遺産・おしらじの滝を活用したプロモーション及び市内周遊促進事業 
 

日本遺産紹介携帯アプリ「ココシル」を活用したスタンプラリー実施要領 
 
１ 目的 

那須野が原開拓日本遺産活用推進協議会で導入した観光アプリ「ココシル」を活用し、ス
タンプラリーを実施することで、日本遺産等の観光スポットへの来訪者に対し、矢板市街の
店舗や施設への立寄り（周遊）を促し、矢板市への経済波及効果を高めるとともに、来訪者
の行動分析を行う。 

２ 実施主体 
泉交流協議会  事務局：矢板市商工観光課内 ℡：0287-43-6211 

３ テーマ 
『 四宝八宝YAITAスタンプラリーで矢板の宝探し！』 
日本遺産「明治貴族が描いた未来～那須野が原開拓浪漫譚～」の構成文化財、おしらじの滝

や八方ヶ原、矢板市内のグルメ、さらには秋の「りんご狩り」、冬の「いちご狩り＆温泉・鉱泉」
で矢板の宝を探しましょう！ 

４ 日程 
４月～５月 
 
６月1日～２月２８日 
９月 
11月 
翌３月 

・市内の観光スポット・店舗・施設等の登録 
・クーポン券付きスタンプラリーのチラシ作成 
・スタンプラリーの実施 
・「リンゴ狩り」チラシ作成 
・「いちご狩り＆温泉・鉱泉」チラシ作成 
・抽選及び当選者への賞品発送 

５スタンプラリーのルール 

 対象 賞  品 引渡方法 獲得方法 

参加賞 
全員 

600名 

日本遺産＆ともな
りくん保冷バック 
or 矢板あっぷるカ
レー 

道の駅やい
た 

市内の協力観光施設、協力飲食
店を回り、２カ所以上のスタン
プを獲得 

特別賞 
抽選 
10名 

矢板のいちご or 
林檎ジュース 他 

３月中旬に
商品を発送 

さらに、市内の協力観光施設、
協力飲食店を回り、５カ所以上
のスタンプを獲得 

 







記者発表資料 
令和２年６月１９日（金）発表・提供 

件  名 第２２回ともなり文芸祭り誌上大会の作品募集について 

（説明文） 

 矢板市の初代川崎城主、塩谷
しおのや

朝業
ともなり

は文武両道に優れた御家人で、鎌倉幕府三代

将軍源実朝の側近として仕えました。特に和歌に優れた才能を持つ朝業は、和歌を

とおして実朝に特別に気に入られました。矢板市では朝業にちなみ、ともなり文芸

祭りを開催しています。 
短歌（一般の部）では、宮中歌会始や毎日歌壇などの選者を務める篠弘先生に選

者をお願いしています。 
なお、多くの方々に参加いただけるよう、市内の４か所に応募箱を設置いたしま

す。 
多数の応募お待ちしております。 

 
１ 募集期間   令和２年７月１日～９月１８日（必着） 
２ 種  目   短歌・俳句・川柳・詩（漢詩を除く） 
３ 部  門   「小学生の部」「中学生・高校生の部」「一般の部」 
４ 主  催   ともなり文芸祭り実行委員会・矢板市・矢板市教育委員会 
５ 後  援   栃木県・栃木県教育委員会・矢板市文化協会・矢板市文化財愛

護協会・下野新聞社・エフエム栃木 
６ 開催趣旨   裏面のとおり 
７ 内  容      裏面のとおり 
８ 参加対象   裏面のとおり 
９ 投 稿 料   短歌(一般の部)のみ、１組２首で１,０００円 
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１ 主　　催 ともなり文芸祭り実行委員会・矢板市・矢板市教育委員会

２ 後　　援 栃木県・栃木県教育委員会・矢板市文化協会・矢板市文化財愛護協会・

３ 開催趣旨

４ 募集期間 令和 2年 7月 1日（水）～令和 2年 9月18日（金)

５募集内容

種　目
１人当たり
の投稿数

投稿料
（参加料）

応募資格 応募方法

 何首でも可
  1組 2首まで
　1,000円※１

 全国から募集
 応募用紙 ※２
　(はがき又は
　　　専用用紙)

詩

※１ 現金書留か定額小為替を利用。投稿料の領収書は発行しない。

※２ 短歌一般の部のみ、ホームページから応募用紙をダウンロード可能とする。

今年度は市内４か所に応募箱を設置する。

俳句、川柳、詩、短歌（小学生、中・高校生のみ）は応募箱で応募できる。

※短歌一般の部については、郵送のみの応募とする。

(漢詩を
　除く)

 中学生･高校生

 一般

⑴　応募箱の設置

 応募用紙
　(はがき)

 無料

設置個所：生涯学習館、図書館、道の駅、城の湯温泉センターの４か所

 中学生･高校生

 一般

 小学生

 １編以内  無料
 県内に在住･通勤･
 通学する方

400字詰原稿用
紙
 2枚以内
　(はがき可)

川　柳

 小学生

 ２句以内  無料
 県内に在住･通勤･
 通学する方

俳　句

 小学生

 ２句以内
 県内に在住･通勤･
 通学する方

 応募用紙
　(はがき)

 中学生･高校生

 一般

第22回ともなり文芸祭り開催要項

下野新聞社・エフエム栃木

　矢板市の初代川崎城主、塩谷朝業は、文武両道に優れた御家人で、鎌倉幕府三代
将軍源実朝の側近として仕えました。特に和歌に優れた才能を持つ朝業は、和歌を
とおし実朝に特別に気に入られました。矢板市では優れた歌人朝業にちなみ、とも
なり文芸祭りを実施します。

部門

短　歌

 小学生
 ２首以内  無料

 県内に在住･通勤･
 通学する方

 応募用紙
　(はがき)

 中学生･高校生

 一般



〒329-2165　栃木県矢板市矢板１０６番地２

矢板市教育委員会事務局生涯学習課「ともなり文芸祭り」係

電話　0287-43-6218　　FAX　0287-43-4436

ホームページ　http://www.city.yaita.tochigi.jp

⑹　入賞者発表　　令和３年２月１日に市広報、ホームページで発表するほか、

　　　　　　　　　入賞者あてに通知する。

６.入　　賞　

◆ともなり文芸大賞　（各種目各部門１作品以内）

◆ともなり文芸準大賞（各種目各部門１作品以内）

◆ともなり文芸奨励賞（各種目各部門３作品以内） 作品数に対し　５％以内

◆入選（各種目各部門１０作品以内） 作品数に対し１０％以内

　※小学生の部、中学生・高校生の部は、入選をそれぞれ２０作品以内とする。

　※短歌一般の部は、入選を３０作品以内とする。

７.審    査　ともなり文芸祭り実行委員会が行う。

短歌(一般の部)／篠　弘

短歌(一般の部以外)／東泉 智惠子、渡邊　玲子

俳句／小野﨑　典子、斎藤　稔、薄井　幸子

川柳／松平 祐宣、武田 正雄、岡本 芳子

詩　／村上 周司、橋本 昭司

⑴　個人情報の取り扱い

⑵　入賞作品集の作成

入賞作品を掲載した作品集を作成し、短歌一般の部応募者及び入賞者並びに応募の
あった学校等に配付する。また、それ以外の方は1部500円（送料着払い）で頒布する。

⑵　作品は、自作・未発表のものとし、二重投稿不可とする。

⑶　応募作品は返却しない。

⑷　入賞作品に関わる出版権は、矢板市教育委員会に帰属する。

⑸　応募・お問い合わせ先

８.そ の 他

応募用紙に記入された個人情報は、ともなり文芸祭りの運営以外には使用しない。
また、次回のともなり文芸祭りの案内に使用する。
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